
　

残
暑
の
日
差
し
の
下
、
カ
ヌ
ー
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
狩
野
川
カ

ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
が
狩
野

川
さ
く
ら
公
園
（
寺
家
区
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
２
日
間
で
１
３
２
人
が
参
加
。
日

常
で
は
味
わ
え
な
い
狩
野
川
の
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。

 　

初
日
は
、
同
公
園
か
ら
沼
津
港
ま
で

18
㎞
の
ベ
テ
ラ
ン
向
け
長
距
離
コ
ー
ス
。

２
日
め
は
、
大
門
橋
ま
で
の
４
㎞
コ
ー
ス

を
実
施
。
参
加
者
は
、
時
折
笑
顔
を
み
せ

な
が
ら
水み

な
も面

を
滑
り
降
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
竜
川
の
川
下
り
事
故
を
受

け
て
、
川
沿
い
に
配
置
す
る
ス
タ
ッ
フ
を

増
や
し
、
急
流
部
で
の
安
全
対
策
を
強
化

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
24

回
全
国
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
で
、
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
親
子

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
所
属
（
浅
井
彰
浩
代
表
）
の
小
学
生
た

ち
が
優
勝
な
ど
の
好
結
果
を
残
し
、
19
日

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
は
、
浅
井
佑
一
君
（
韮
山

小
６
年
）
が
優
勝
。
女
子
の
部
で
は
、
山

田
愛
子
さ
ん
（
韮
山
南
小
６
年
）
が
優
勝
、

安
井
杏
実
さ
ん
（
韮
山
小
６
年
）
が
３
位

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

市
長
は
３
人
の
好
成
績
を
称
え
「
こ
れ

か
ら
も
勉
強
と
テ
ニ
ス
、
両
立
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
今
後
の
活
躍

に
も
期
待
し
ま
し
た
。

　

市
は
災
害
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
宮
城

県
多
賀
城
市
民
を
対
象
と
し
た
、
震
災
被

災
者
宿
泊
場
所
提
供
事
業
の
第
２
弾
を
開

始
。
９
月
13
日
ま
で
６
泊
７
日
の
日
程
で

３
回
、
65
人
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

第
２
弾
は
、
多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
参
加
者
を
募
集
。
こ
の
日
は
、
伊

豆
の
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
韮
山
支
部

が
交
流
会
を
開
催
し
、
会
員
約
40
人
が
多

賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
15
人
を
迎
え
ま
し

た
。
交
流
会
は
、
歌
な
ど
で
親
交
を
深
め

た
ほ
か
、
震
災
の
教
訓
と
し
て
多
賀
城
市

の
我
妻
徹
さ
ん
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
我
妻
さ
ん
は
災
害
時
、
正
確
な
情

報
を
得
る
方
法
と
し
て
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
の
有
効
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

8/27

28

に
も
期
待
し
ま
し
た

8/19

市
長
へ
優
勝
報
告

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
全
国
優
勝

川
下
り
で
自
然
を
満
喫

狩
野
川
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

次は 12 月の全国大会での活躍を目標に掲げる 3 人

一緒に歌をうたう参加者（講話をした我妻さん：右上）

8/24～

老
人
ク
ラ
ブ
間
で
交
流

多
賀
城
市
民
受
け
入
れ
事
業

1 年を通じてカヌーができる狩野川に、県外からも参加者が集まりました。

（左から、浅井君、安井さん、山田さん）

152011.10.1 いずのくに

　

小
坂
第
一
花
の
会
（
室
伏
弘
子
会
長
）

と
小
坂
緑
化
美
化
委
員
会
（
杉
山
紋
利
会

長
）
が
、
平
成
23
年
度
道
路
愛
護
表
彰
知

事
褒
章
を
受
章
。
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、
道
路

の
草
刈
り
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
継
続

し
て
10
年
以
上
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

両
団
体
は
、
国
道
４
１
４
号
沿
い
の
花

壇
や
小
坂
区
公
民
館
前
に
あ
る
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
に
花
を
植
栽
し
、
景
観
の
良
い

道
路
環
境
を
整
え
多
く
の
人
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
両
団
体
と
も
20
年

以
上
活
動
を
続
け
て
お
り
、
長
年
に
わ
た

る
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

障
害
物
競
走
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組

『S

サ

ス

ケ

ASU
KE

』
の
伊
豆
の
国
市
子
ど
も
版

『
平
成
23
年
度
第
１
回
こ
す
け
大
会
』
が
、

長
岡
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
残
暑
の
中
、
約
50
人
の
子
ど

も
が
参
加
。
園
児
と
児
童
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、平
均
台
や
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
、ロ
ー

プ
を
使
っ
た
壁
の
ぼ
り
な
ど
の
障
害
物
に

挑
み
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
出
場
す
る

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
応
援
す
る
父
兄
か

ら
の
熱
気
も
加
わ
り
、
会
場
は
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、伊
豆
の
国
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

主
催
。12
月
に
は『
第
２
回
こ
す
け
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。　
問
合
せ
：
社
会
教

育
課
☎
０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１
４

　

市
は
災
害
時
に
、下
水
道
施
設
の
応
急

対
策
活
動
に
関
す
る
協
力
協
定
を
、県
環

境
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
（
松
本

正
彦
代
表
理
事
）
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時

に
、
同
組
合
の
人
員
や
機
材
な
ど
を
派
遣

し
て
、
下
水
道
施
設
の
緊
急
点
検
、
緊
急

修
繕
な
ど
、
復
旧
に
協
力
す
る
内
容
が
も

り
こ
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
東
日
本
大
震
災
で
、
災
害
時

に
重
要
な
の
は
復
旧
ま
で
の
時
間
だ
と
痛

感
。
今
後
、
一
層
連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
で
災
害
に
備
え
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
工
業
会
か
ら
組
合
と
な
っ

た
市
上
下
水
道
協
同
組
合
と
も
災
害
時
の

協
力
協
定
を
再
締
結
し
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
66
年
が
経
過
し
た
今
年
、
市

主
催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
祈
念
式
を
ア
ク

シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
当
市
の
遺
族
会
会
員
や
来

賓
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
列
。
全
員

に
よ
る
黙も

く
と
う祷

の
後
、
追
悼
の
言
葉
が
続
き

ま
し
た
。
遺
族
会
を
代
表
し
遠
藤
幸
雄
会

長
（
奈
古
谷
）
は
、「
悲
惨
な
戦
争
の
苦

悩
を
身
を
持
っ
て
体
験
し
た
世
代
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
悲
し
み
を
決

し
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

戦
争
を
知
ら
ず
に
育
っ
た
世
代
が
大
半

を
占
め
る
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
戦
争
の
歴

史
を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

災
害
時
、
下
水
道
対
応
に
協
力

県
メ
ン
テ
組
合
と
協
定

小
坂
２
団
体
が
ダ
ブ
ル
受
賞

道
路
愛
護
表
彰
知
事
褒
章
を
受
賞

8/24

8/31

忍
者
の
ご
と
くこ

す
け
大
会
開
催

8/28

悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

戦
没
者
追
悼
祈
念
式

9/15

「今回の受賞を励みに今後も続けていきたい」と語る受賞者

育
課
☎
０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１
４

父兄の声援を受け、障害物を必死にくぐり抜ける園児

協定書に調印する県メンテ組合の松本代表（右）

ま
せ
ん

御霊に対し黙祷する参列者
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